
開設者

必修・選択必修・選択区分

対象職種

講習の名称

開設日

講習会場

講習内容

到達目標

（時間）
～ 受付
～ ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ
～ 1時限目 英語指導法概観について（講義）
～ 2時限目 Small Talkについての理論と実践（講義・演習）
～ 3時限目

～ 筆記試験
評価書提出

※休憩時間は適宜設けます。

履修認定の方法

成績評価の方法・
基準等

教材等

備　考

成績評価は、試験の成績や講習中の演習成果物等から総合的に判断します。評価基
準は、総合点で60点以上を合格とします。

使用する教材（プリント）はこちらで用意します。
可能であれば、Small Talkや授業を設定する上での参考資料として、２学期以降に使
用する予定の教科書や教材等を持参してください。

講習で使用したデータをコピーして持ち帰りたい場合はフラッシュメモリーなどの記録
媒体を持参してください。

16:00

16:10 17:00

筆記試験

新教材の導入（Oral Introduction)についての
　　　　　　　　　　　　　理論と実践（講義・演習）

時間割

9:00 9:30
9:30 9:40
9:40 10:00

10:10 12:30
13:30

弘前大学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(弘前市文京町３番地）

講師氏名

小学校における外国語活動および外国語科について、以下に示す通り理論と実践の
両面から考察します。

理論編

　外国語教育における指導法の種類と特徴の概観（文法訳読法・オーディオリンガルメ
ソッド・コミュニカティブランゲージティーチングなど）

実践編

　Small Talkをやってみよう！：ALTとの連携を通して

　新教材の導入を英語でやってみよう！：オーラルイントロダクションに挑戦

・これまで提案されてきた代表的な教授法の特色および、長所と短所について説明す
ることができる。
・Small Talkのねらいや期待される効果についての理解を深め、ペアで１０分程度の
Small Talkを設計し実演することができる。
・英語を使った新教材の導入についてのテクニックについて理解し、それを用いてペア
で実際の授業を想定した導入を設計し、実演することができる。

講習方法等

【講義・演習】

小学校の英語授業に関連する様々な指導法について、講義やディスカッションを通し
て概観し、さらにそこから、Small Talkと新教材の導入について模擬授業の設計、実
践、振り返りというサイクルによって主体的でアクティブな講習によって実践的なテク
ニックの獲得を目指しています。
受講者同士でのディスカッション、共同作業が中心の講習です。

佐藤 剛（弘前大学）

教諭 主な対象者 小学校教諭

理論と実践から考える小学校の英語授業

令和3年7月24日(土) 開催地 青森県弘前市

令和３年度　弘前大学教員免許状更新講習　シラバス

弘前大学 講習番号 B11
選択必修 講習時間数 6時間 受講予定人数 50名


